
基本構想審議会第１部会（第４回）

資料３５ 

平成 24 年 7 月 27 日 

世田谷区基本構想審議会委員各位 

世田谷区政策経営部 

 

区民ワークショップの開催結果について 

 
 区民ワークショップについて、開催結果を報告する。 
 
１ 目的   

幅広い世代の区民意見等を新たな基本構想の策定に向けて設置した世田谷区基

本構想審議会の議論に生かすため、区民ワークショップを実施した。実施にあた

っては、日頃区政にあまり関わりのない方の意見などを把握するために、無作為

抽出により参加者を募った。 
 

２ 開催日時  平成 24 年 6 月 30 日（土）午前 10 時～午後 5 時 
 

３ 開催場所  区役所第 3 庁舎 3 階 ブライトホール 
 

４ 参加者   88 人（男性 58 人、女性 30 人） 

   無作為抽出で選出した 18 歳以上の区民 1,200 人のうち、88 人が参加した。 

発送 男性 女性 計  参加者 男性 女性 計 

10 代 19 19 38  10 代 1 1 2

20 代 128 148 276  20 代 5 3 8

30 代 148 167 315  30 代 9 8 17

40 代 104 110 214  40 代 12 6 18

50 代 74 66 140  50 代 14 6 20

60 代 49 73 122  60 代 10 3 13

70 代～ 38 57 95  70 代～ 7 3 10

  560 640 1,200   58 30 88

 

５ 討議テーマ 

午前）世田谷区の魅力・課題・めざすべき将来像について 

午後）・世田谷区で今後 20 年の間に実現させたいこと 

・その実現に向けて区民自らできること 

 

６ 概要等   裏面および別添資料１のとおり  

 

７ 当日アンケート結果  別添資料２のとおり 

    



討議結果概要 

「世田谷区で 20 年後に実現させたいこと」としては、「地域コミュニティ・多世代交流」

に関する提案が最も多く 27.8%であり、ついで「交通」に関する提案が 22.2%、「世田谷ブ

ランド」に関する提案と「区政（区民参加・財政）」に関する提案が 11.1%と続いている。 
「地域コミュニティ・多世代交流」に関しては、全ての世代の人々が暮らしやすいまち、

区民同士の多世代交流の盛んなまち、などの提案があった。また、「交通」に関しては、南

北交通の改善、自転車や歩行者が移動しやすいまち、などの提案があった。 

 「世田谷区で20年後に実現させたいこと」に関する提案の概要

分類 提案数 割合 

地域コミュニティ・多世代交流 15 27.8% 

交通 12 22.2% 

世田谷ブランド 6 11.1% 

区政（区民参加・財政） 6 11.1% 

自然・景観 5 9.3% 

安全・安心 3 5.6% 

環境・エネルギー 3 5.6% 

情報コミュニケーション 2 3.7% 

教育・文化・スポーツ 2 3.7% 

合計 54 100％ 

 
「実現に向けて区民自らができること」としては、「あいさつをする」「自転車のマナー・

ルールを守る」といった日常生活の心がけから、「積極的に区政やボランティアに参加」「高

齢者介護や幼児保育に携わるための研修へ参加し、理解を深める」といった積極的な活動へ

の参加まで幅広い意見が提案された。 

 「実現に向けて区民自らができること」に関する提案の概要

分類 提案数 割合 

日々の生活での心がけ・ライフスタイルの変更 26 46.4% 

区政やイベントへの積極的な参加・情報や提案の発信 19 33.9% 

その他 11 19.6% 

合計 5６ 100％ 

 
「実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと」としては、「グリーントラスト等景

観を残す制度の整備」「自転車専用道路・駐輪場の整備」といった制度や施設の整備が挙げ

られたほか、「今回のワークショップのようにもっと区民を巻き込む」「時代に即した情報

の適切で親しみやすい発信」といった区民参加の促進などについても様々な意見が提案され

た。 



資料１ 
Ⅰ 当日の概要 

（１）全体概要 

活発な意見交換が行えるように、参加者を 20 のグループに分け、ワークショップを実施した。な

お、各グループには進行補助としてそれぞれ１名の区職員を配置したため、１グループあたり５～６

名となった。 
午前は、自由な意見交換が行えるよう、セッション毎に参加者がテーブルを移動しつつ議論を行う

ワールドカフェ方式による話し合いを実施した。 
午後は、提案に向けた意見のとりまとめを重視し、グループのメンバーを固定し、グループワーク

を実施した。グループワークの後で、各グループの提案の発表と発表を受けた参加者間での質疑応答

が行われた。 
 

図表Ⅰ-1 全体スケジュール

項目 時刻 時間 内容 

全体ガイダンス 10:00～10:30 30 分 ・挨拶・主旨説明 
・基本構想の位置付けと概要、本会議の検討対象と役割・
位置付け、手順・ルールの説明 

話し合い① 10:30～11:00 30 分 テーマ「世田谷区の魅力について」 

話し合い② 11:00～11:35 35 分 テーマ「世田谷区の課題について」 

休憩 11:35～11:50 15 分  

話し合い③ 11:50～12:30 40 分 テーマ「めざすべき将来像について」 

昼食 12:30～13:30 60 分 お互いに見られるように午前中の各グループの成果物は
壁に掲示。 

ガイダンス 13:30～13:40 10 分 ・グループワークの手順・ルールの説明 
 

グループワーク
① 

13:40～14:25 45 分 テーマ「今後 20 年の間に実現させたいこと」 
 

休憩  10 分  

グループワーク
② 

14:35～15:20 45 分 テーマ「その実現に向けて区民自らできること」 

休憩  10 分  

全体発表 15:30～16:45 75 分 ・討議結果の発表・意見交換 

閉会 16:45～17:00 15 分 ・まとめ 
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（２）午前について 

午前は３つにセッションを分け、それぞれで世田谷の魅力、課題、めざすべき将来像について話し

合った。午前中は、区民間の自由な意見交換の促進、情報共有などを目的に、セッション毎に参加者

がテーブルを移動しつつ議論を行うワールドカフェ方式をとった。 
参加者は、始めに各グループで、「世田谷区の魅力」について話し合ったあと、テーブルを移動し、

また別のグループの参加者と「世田谷区の課題」について話し合った。その後、初めのグループに戻

り、お互いが他のテーブルで見聞きしてきた意見を共有しつつ、「めざすべき将来像」について話し

合った。 

図表Ⅰ-2 午前の流れ

項目 時間配分

５分

3) 自由な意見交換

①世田谷区の魅力について 10:30～11:00

②世田谷区の課題について 11:00～11:35

③めざすべき将来像について 11:50～12:30

項目 時間配分

8分

3) 自由な意見交換 27分

1） 自己紹介
2） 係の決定

1) 自己紹介
2）①の情報共有

準備

話し合い

準備

話し合い

25分

項目 時間配分

3) 自由な意見交換
４)  意見のまとめ

33分
話し合い
・まとめ

4） 移動

4) 移動

7分
1) 係の決定
2) ②の情報共有

準備
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（３）午後について 

午後はセッションを２つに分け、世田谷区で「今後 20 年の間に実現させたいこと」と「その実現

に向け区民自らできること」について話し合った。午後は、区民による積極的な提案を促すため、重

要な提案３つにつき、発表用シートに記載し、最後に全体発表を行うという形式をとった。 

図表Ⅰ-3 午後の流れ

項目 時間配分

５分

3)  自由な意見交換

①今後20年の間に実現させたいこと 13:40～14:25

②その実現に向けた区民自らできること 14:35～15:20

項目 時間配分

20分

2)  意見のまとめ
3)  発表用シートの作成

2)  15分
3)  10分

1)  自己紹介
2)  係の決定

1) 自由な意見交換

準備

話し合い

話し合い

まとめ

15分

4)  15分
5)  10分

4)  意見のまとめ
5)  発表用シートの作成

まとめ

全体発表 15:30～16:30  
 

図表Ⅰ-4 発表用シート

テー
マ①

グループＮＯ メンバー氏名

テーマ①
20年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？
特に重要な３項目について、以下に記載してください。

テーマ②
テーマ①の「20年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目の
それぞれについて、その実現に向けて区民自らができること、区や民
間事業者に担ってほしいことを記載してください。

その他（話し
合いの途中
で出た、どう
しても残して
おきたい意見
など）

テーマ①に関して出た意見

テーマ②に関して出た意見

Ⅰ

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況　など）がどのよう
な状態になっていること

テー
マ②

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほし
いこと
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II. 実施結果 

今後 20 年の間に実現させたいこと、その実現に向けて区民自らできること（午後） 

○各グループの提案概要 

下記表に示した通り、20 グループより 54 の提案があった。各グループの提案の詳細について、次

頁以降紹介する。 
 

図表II-1 各グループの提案した将来像

20 年後に実現させたいこと 
グループ名 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

グループ１ 交通網の整備 街の美化 
高齢者の対するサービスの充実

（心と身体のケア） 

グループ２ 自然や歴史を含む景観を残す。 交通基盤整備と景観との共存 世代を超えたコミュニティ形成 

グループ３ 「電信柱がないまち」 「”フレンドリー”なまち」  

グループ４ 世田谷ブランドの維持、発展 災害に強いまちづくり 交通網の整備 

グループ５ あこがれの町 世田谷区 
あこがれの町づくりの為の堅実な

区財政 
 

グループ６ 
『交通』：地上は縦ラインの自動車

道とエコな路面電車。 

地下には、幹線道路と電柱を。 

『世代間交流』：教育施設とシニア

施設の一体化、新しい回覧板シス

テムでコミュニティを形成 

『自然』：公園の再活用プログラ

ム、エネルギーと防災の拠点。 

グループ７ 
安全・安心・思いやりの住みやす

い町 

交通網の充実  

 → 区民が行動しやすい町 
区の財政の健全化 

グループ８ 
全ての世代の人（特に子ども、高

齢者）が生き生きと安心して暮らせ

る街 

世田谷ブランド（伝統、文化、緑、

産業、農業）残す。 
 

グループ９ 緑道（歩道）の拡充 住民が街づくりに参画できること  

グループ１０ 車主体の町から人間主体の町へ 
子どもからお年寄りまで便利で暮

らしやすい町へ 
エネルギーを自足できる町へ 

グループ１１ 

子どもから高齢者まで安心して生

活できる街 

待機児童の解消、生涯教育 

（スポーツ・知育・脳トレも） 

行政と区民が共に協力し合える街
区民どうしが交流でき、よりよくで

きる街 

グループ１２ 情報コミュニティーの充実 
電信柱の地下化 歩きやすい安全

な道 

安全・安心のまちづくり（通学路の

安全強化） 

グループ１３ 環境・交通・インフラの充実 教育・福利厚生の充実 情報・コミュニケーションの共有 

グループ１４ 
多世代が一緒に住みやすい街 

安全・安心の継続と充実 

自然・文化遺産を保全・継承する

街 

自然エネルギー社会を一早く実現

させる。 

グループ１５ 
区民株主によるプロサッカーチー

ムの設立 

経済特区を設け、企業誘致による

財政の健全化（農業法人とか） 
 

グループ１６ 
生活者目線の交通環境が整備・構

築されていること 

ご近所同士の付き合いを見直し、

地域コミュニケーションの活性化 

誰もが暮らしやすいまち 

 （多様性を認める） 

グループ１７ 
高齢者施設の充実、子育てしやす

い街づくり 

住宅街としてのブランド力の維持

向上 
自転車を使いやすい街づくり 

グループ１８ 
計画の評価を定期的に行う（区民

参加）1 ヵ月毎 

高齢者と子育て施設の拡充（統

合） 
エネルギー資源の活用 

グループ１９ 地域間のコミュニティの充実 

環境が整備された安心・安全な住

みやすい街（道路の整備と放置自

転車ゼロ化 自然・緑を残す） 

 

グループ２０ 
一人ひとりの個性が街の雰囲気を

作っている状態 

働く世代、高齢者、子どもが安心し

て住める状態 

世田谷の自然、文化施設、イベン

トの維持されている状態 
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グループ① 

 
＜発表内容＞ 

・交通網の整備については「南北交通の整備」を是非とも実現したく提案した。街の美化は、緑を大切にするためにも

提案した。高齢化社会を迎える中で、高齢者に対するサービスの充実も重要であると考えている。 

・全体を通して、５人全員の意見として、大事な事業には税金を払うつもりがある。 

 
＜質疑応答＞ 

・税金を払うつもりがあるとはどういう意味か。 

→回答：無駄を省いた上で必要な事業をするのであれば、税金をあげても構わないという意味である。 

 

図表II-2 グループ①の発表用シート

グループＮＯ １ メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

交通網の整備 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

税金を払う 
Ⅰ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

税金の使い道の仕分け 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

街の美化 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

美化の意識を持ちルールを守る 
Ⅱ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

過剰包装を無くす 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

高齢者の対するサービスの充実（心と身体のケア） 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

知識・モラルを深める 
Ⅲ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

人材確保。施設を提供する。 

テーマ①に関して出た意見 

電信柱を無くす。 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 
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グループ② 

 
＜発表内容＞ 

・自然や歴史を含む景観を残すために、欧米諸国に見られるトラスト制度の導入を提案したい。 

・「環境にやさしい交通手段」としては、自転車や徒歩などを想定している。「利便性のみを追求しない交通整備」に

ついては、自然のためなら多少の不便を受け入れるということである。 

・かつてあった老人が子どもに教えるといった寺子屋制度を地域に復活させてはどうかと考えている。 

 

図表II-3 グループ②の発表用シート

グループＮＯ ２ メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

自然や歴史を含む景観を残す。 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

グリーンコミュニティの創設。 
Ⅰ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

グリーントラスト等景観を残す制度の整備。 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

交通基盤整備と景観との共存 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

環境にやさしい交通手段の選択。 

Ⅱ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

利便性のみを追求しない交通整備 

テーマ

① 
「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

世代を超えたコミュニティ形成 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

寺子屋文化の再生。 
Ⅲ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

人と場所の提供。 

テーマ①に関して出た意見 

画一的な教育からの脱皮。 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 
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グループ③ 

 
＜発表内容＞ 

・昔ながらの街並みといった景観を大事にしつつも、利便性を損なわない都市計画が必要であり、そのシンボルとして

「電信柱がないまち」を提案する。 

・プライバシーを尊重しつつも、孤立はしないという非常に良い関係のまちとしたく「“フレンドリー”なまち」を提

案する。 

・まとめると、利便性だけでなく、区民皆が快適に過ごせる環境・関係を築いていければと考えている。 

 

図表II-4 グループ③の発表用シート

グループＮＯ ３ メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

「電信柱がないまち」 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

地域のあり方を自ら考える。 
Ⅰ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

利便性と景観が両立した都市計画を！ 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

「”フレンドリー”なまち」 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

あいさつ運動 
Ⅱ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

情報発信手段の充実と交流の場の提供を！ 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

 
Ⅲ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

 

テーマ①に関して出た意見 

 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 
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グループ④ 

 
＜発表内容＞ 

・世田谷ブランドとして、具体的には緑が多い、住環境がいい、子育てがしやすいといったプラスのイメージを維持・

発展させていきたい。 

 
＜質疑応答＞ 

・災害に強いまちづくりに向け、区に情報公開を行ってほしいとのことであったが、例えば、どのような情報を想定し

ているのか。 

→回答：インターネットから情報を拾える人もいれば苦手な人もいる。防災無線でも行き届かない人もいる。今、ご

ちゃごちゃになっている情報をシステム化し、マニュアル化して頂き、広報してほしいという趣旨である。

 

図表II-5 グループ④の発表用シート

グループＮＯ ４ メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

世田谷ブランドの維持、発展 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

良識や区民意識を持つ（市民性） Ⅰ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

・ 公園・緑道でのみどりの創出 

・ 多世代・多様な人が満足できる住環境の維持 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

災害に強いまちづくり 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

地域コミュニティの中で防災意識を向上させる。 
Ⅱ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

情報公開 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

交通網の整備 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

自転車マナーの向上 Ⅲ 
テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

・ インフラの整備（南北の交通など） 

・ 自転車交通ルールの教育 

テーマ①に関して出た意見 

 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 
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グループ⑤ 

 
＜発表内容＞ 

・「あこがれ」の中身としては、住環境の整備、公共サービスの充実などがある。例えば、グループのメンバーの中に

も、子育て環境が充実しているため、世田谷区に引っ越してきた人もいる。 

・財政の確保に向けては、区民の増加と定着化が必要である。世田谷区もマンション化が進んでいるが、マンション対

策も区の施策とし、対応してほしい。 

 
＜質疑応答＞ 

・マンション対策については、人口増加に向けマンションを増やすことを想定しているのか。それとも、マンションに

対する規制を想定しているのか。 

→回答：個人的な意見になるが、マンションについては、定着率が悪い側面もあるため、野放図に増やすべきではな

く、何らかの規制が必要であると考えている。 

 

図表II-6 グループ⑤の発表用シート

グループＮＯ ５ メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

あこがれの町 世田谷区 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

世田谷区民としての品格を持つ 

（車、自転車の乗り方、高齢者、障害者への思いやり）コミュニティーへの参加 

Ⅰ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

交通インフラの整備、緑地保全、防災ネットワークの整備 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

あこがれの町づくりの為の堅実な区財政 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

世田谷区への愛着（末代まで住む！！元気で働く） 
Ⅱ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

財源確保と健全利用（区民サービスの充実、区民参加の企画） 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

 
Ⅲ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

 

テーマ①に関して出た意見 

 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 
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グループ⑥ 

 
＜発表内容＞ 

・「住民参加の公園作り」については、世田谷区には東京農大や日本体育大学など大学が多数あるので、連携し、大学

生をボランティアとして取り込んでいくことを考えている。 

 
＜質疑応答＞ 

・スマートフォン活用による情報発信は、具体的にはどのようなことを想定しているか。 

→回答：区政の PR や地震速報など様々な情報をまとめられないかと考えている。また、回覧板を今の時代に適した

電子的な回覧とすることができれば、若い人とのコミュニケーション促進にも役立つと思う。 

・“達人”登録制度については、どのような“達人“を想定しているのか。 

→回答：お花の手入れがすごく上手なご老人や、昔理科の教員であったためプラネタリウムで丁寧な説明が可能な方。

そういった一芸を持つ方の芸を登録し、何かの役にたてるような制度を作れたらよいと考えている。 

図表II-7 グループ⑥の発表用シート

グループＮＯ ６ メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

『交通』：地上は縦ラインの自動車道とエコな路面電車 

      地下には、幹線道路と電柱を 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 
・エコカーの義務化   ・納税義務をきちんと果たす 

・自転車の活用     ・ファンド（基金）を目的別に作る 

Ⅰ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 
・区が国・都・区民と協議する場を作る ・シェア自動車・自動車の拠点を増やす 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 
『世代間交流』：教育施設とシニア施設の一体化、新しい回覧板システムで 

        コミュニティを形成 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

・世代間交流のための公開講座をたくさん開く 

 （大人と子どもで一緒に何かを作るなど） 

・祭り・行事の運営に若い人を巻き込む Ⅱ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 
・掲示板を人の集まる所（駅など）へ配置し直す 

・区と大学の連携（ボランティアの必修科目化） 

・スマートフォン活用による情報発信 

・”達人”の登録・認定制度を作る 

 →（区民が得意で役立てたいことを区に伝える窓口） 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 
『自然』：公園の再活用プログラム、エネルギーと防災の拠点 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

・住民参加の公園作り 

 -区民によるガーデニング（農大による指導など） 

 -農業体験、ヨガ、ラジオ体操 （日体大） 

Ⅲ 
テーマ

② 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 
・住民とプログラムインストラクター（大学など）との仲立ち 
テーマ①に関して出た意見 
新しいゴミ収集システム（未だにからすが来る所がある） 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） 
テーマ②に関して出た意見 
出すゴミを減らす（包装の仕方を考え直すなど） 
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グループ⑦ 

 
＜発表内容＞ 

・「安全・安心・思いやりの住みやすい町」については、区民と区で情報交換をしながら、成長し、継続的にまちづく

りができればよいと考えている。 

・「交通網の充実」については、南北交通の問題を想定している。「公共の福祉に対する理解」については、多少の不

便については我慢するということである。区に対しては、説明責任を増やすほか、レンタサイクルのポートの増加な

どの取り組みを期待している。 

 
＜質疑応答＞ 

・「区の財政の健全化」とあるが、現状、不健全な点はどのような点か。 

→回答：その辺り、区民にはっきり見えづらいことが問題であると認識しており、まずは、もう少し分かりやすく説

明頂き、それを踏まえて考えてゆきたい。 

 

図表II-8 グループ⑦の発表用シート

グループＮＯ 7 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

安全・安心・思いやりの住みやすい町 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

区に対して、地域毎に問題意識を共有し、キーマン（町会長など）を通し思いを伝える

こと 

Ⅰ 
テーマ

② 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

対策の提言をまとめ、時間を区切り、フィードバックし、区民と情報交換する。 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

交通網の充実 → 区民が行動しやすい町 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

公共の福祉に対する理解 
Ⅱ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

公共の福祉に対する説明責任 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

区の財政の健全化 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

必要サービスの見直し 
Ⅲ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

わかりやすい財政の説明。行政のスリム化、効率の良いサービス。 

テーマ①に関して出た意見 

20 年スパンは長すぎる。最長 10 年で考えるべき。 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 

ボランティアコンシェルジュの登用。（区の対応のフォロー） 
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グループ⑧ 

 
＜発表内容＞ 

・「全ての世代の人（特に子ども、高齢者）が生き生きと安心して暮らせる街」の実現に向け、自分が出来ることが分

からなければ、まず、あいさつからはじめ、そうした小さな行動の積み重ねが世代間の交流につながればよいと考え

ている。 

・本日のワークショップは世代間の交流、区の職員との交流の機会となっており、こうした会を続けていけるとよい。

 

図表II-9 グループ⑧の発表用シート

グループＮＯ 8 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

全ての世代の人（特に子ども、高齢者）が生き生きと安心して暮らせる街 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

自分が出来ることを最大限に行う。（あいさつ） 
Ⅰ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

区民の生の声を行政が聴く。（無作為に区民を選ぶ）こういった会を定期的に行う事。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

世田谷ブランド（伝統、文化、緑、産業、農業）残す。 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること Ⅱ 
テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

テーマ

① 
「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること Ⅲ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

テーマ①に関して出た意見 その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） 
テーマ②に関して出た意見 

・もっと行政を巻き込む。（区民側から行政に働きかける。） 

・区の計画の進み具合を区民が直接・継続的に評価できるようにする。 
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グループ⑨ 

 
＜発表内容＞ 

・世田谷区には烏山通りや北沢通りなど、実は、多くの緑道がある。そうしたものを活用し、色々な場所にできるまち

となりたい。そのために、緑道を一層拡充し、住民参加で『緑道マップ』を作成する。 

・既に住民参加は行われているが、より細かい意見まで伝えられる街づくりができたらよいと考えている。そのために、

主要な拠点に住民が集まる場としてコミュニティカフェを区が設置し、その中で地域の問題を住民主体で考えたい。

 

図表II-10 グループ⑨の発表用シート

グループＮＯ 9 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

緑道（歩道）の拡充 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

住民参加の『緑道マップ』作成 
Ⅰ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

緑道を考慮・反映した道路計画を 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

住民が街づくりに参画できること 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

住民による集まりの機会を設け、地域の問題を考える。 
Ⅱ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

コミュニティカフェの設置 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

 

Ⅲ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

 

テーマ①に関して出た意見 その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） 
テーマ②に関して出た意見 
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グループ⑩ 

 
＜発表内容＞ 

・区による地域のまつり・イベントのバックアップとしては、例えば、facebook や twitter を活用した情報発信など

を考えている。 

 
＜質疑応答＞ 

・小型発電施設について、エネルギーはどのようなものを考えているのか。 

→回答：基本的には火力発電を考えている。現状では、太陽光発電は、発電にかかる電力量に対し、発電される電力

量が少ない。そのため、よくマンションの地下などに設置されている小型ディーゼル発電機を空地の下に設

置し、周辺 100 世帯分の電力をまかなうといったことを考えている。そうすれば防災の際にも役立つ。 

・小型発電施設は被災時のみ活用するのか。 

→回答：独立した電力として平時から活用することを想定している。 

図表II-11 グループ⑩の発表用シート

グループＮＯ 10 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

車主体の町から人間主体の町へ 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

① 車の使用を極力ひかえる。 

② 地域ごとに、道路のあり方に関する要望を区に提起する場に参加する。 
Ⅰ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

① 南北の公共交通を整備する。 

② 人、自転車、車の通り道を明確にするまちづくりを進める。 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

子どもからお年寄りまで便利で暮らしやすい町へ 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

地域のまつり・イベントに区民が参加して盛り上げる。 Ⅱ 
テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

① 区は地域のまつり・イベントをバックアップし、様々な方法でＰＲする。 

② 区は学校を地域に開放して、お年寄りと子どものふれあう場をつくる。 

テーマ

① 
「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

エネルギーを自足できる町へ 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

区立小型発電施設の建設に前向きに協力する。 Ⅲ 
テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

① 区は小規模な区立発電所を建設する。 

② 民間事業者のビル・マンションの発電能力をネットワーク化する。 

テーマ①に関して出た意見 その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） 
テーマ②に関して出た意見 

小田急高架下改札口の設置場所見直し（複数） 
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グループ⑪ 

 
＜発表内容＞ 

・「子どもから高齢者まで安心して生活できる街」の実現に向けて、区は、保育園の増園のほか、幼稚園を保育園と同

じような役割で利用可能とするといったことを期待している。 

・「時代に即した情報の適切で親しみやすい発信」については、様々なメディアを活用し、キャッチーで親しみやすい

情報発信があればよいと思う。 

 

図表II-12 グループ⑪の発表用シート

グループＮＯ 11 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

子どもから高齢者まで安心して生活できる街 

待機児童の解消、生涯教育（スポーツ・知育・脳トレも） 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

① コミュニティの強化 

② 自分の積極的な参加 

   （生涯教育の講師、パトロール、保育ママパパ、公園の美化） 

Ⅰ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

保育園の増園、幼稚園の保育園化、区民教育、生涯教育、道路の整備、 

緑と文化の維持 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

行政と区民が共に協力し合える街 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

・積極的に区政やボランティアに参加 

・行政をしっかり見て、評価していく姿勢   ・募金 Ⅱ 
テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

時代に即した情報の適切で親しみやすい発信 

折込だけでなく駅・メルマガ・回覧板・行政教育/ＦＡＸやメール、ＳＮＳで情報・意見の

受付 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

区民どうしが交流でき、よりよくできる街 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

様々な世代が町内会に参加しやすくするための時代に即した情報の適切で 

親しみやすい発信・企画 → 住民の参加 

Ⅲ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

気軽に相談でき、サポートしてもらえる仕組み作りと発信 

テーマ①に関して出た意見 

財政の健全化、南北の交通網の整備 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） 
テーマ②に関して出た意見 
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グループ⑫ 

 
＜発表内容＞ 

・「参加しやすい仕組み」としては、例えば、参加ごとにポイントが付き、ポイントが商店街に使えるといったことを

考えている。似たような取組みは既にあると思うが、区全体で統一された仕組みを導入できるとよい。 

・「電柱の地下化」には歩きやすい安全な道の創出だけでなく、景観の改善やペットの糞尿問題の解決なども副次的効

果として期待している。 

 
＜質疑応答＞ 

・安全・安心とあるが、安心は具体的にはどのようなことか。 

→回答：子どもがにこにこして小学校に遊びながらでも通って帰ってこられる。それを何の心配もなく両親が待てる。

両親、祖父母、地域の住民が、子どもが遊ぶ姿を見て、にこやかに思え、一緒に地域の子どもを育てている。

そういったコミュニティが形成されている状況を想定している。 

 

図表II-13 グループ⑫の発表用シート

グループＮＯ 12 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

情報コミュニティーの充実 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

あらゆる世代の区民参加 

町会機能の回復 

Ⅰ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

参加しやすい仕組み・情報発信の強化 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

電信柱の地下化 歩きやすい安全な道 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

区民の意見集約 電柱集会 

参加するメリット・インセンティブ、年に 1 回の奉仕日を作る、民間のポイント仕組みに

のる、区政の進捗をしっかり伝達 

Ⅱ 
テーマ

② 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

計画立案 ・集会のサポート（報告） ・検証実行 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

安全・安心のまちづくり（通学路の安全強化） 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

町会機能の回復 ・地域住民でカバーする。 

費用対効果を明確化 

Ⅲ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

車の速度を落とさせる工夫 ・車の通行時間を決める。 

テーマ①に関して出た意見 

学童と高齢者の接点づくり 

観光に力を入れる。 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） 
テーマ②に関して出た意見 

南北交通（地下鉄）の実現 
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グループ⑬ 

 
＜発表内容＞ 

・「永続的な安全・安心・快適の実現」を世田谷区の 20 年後のゴールとして掲げたい。 

・「教育・福利厚生の充実」については、国に対してではなく、区として取り組んでほしいと考えている。 

 

図表II-14 グループ⑬の発表用シート

グループＮＯ 13 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

環境・交通・インフラの充実 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

歩行者専用道路の充実、花と緑の拡充 
Ⅰ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

自然ハザードマップ、エイトライナーの実現、地産地消の推進 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

教育・福利厚生の充実 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

文化芸術の伝承展開 ・子どもから老人までの協力関係づくり 
Ⅱ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

教育の完全無償化・全医療費の無料化 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

情報・コミュニケーションの共有 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

孤立感の無い街作り 
Ⅲ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

区民の情報発信と共有、Ｎｅｔｗｏｒｋ作り、情報伝達箇所の拡充 

テーマ①に関して出た意見 

エネルギー・食物の自給率を上げる。 

緑を充実させる。 

子供・高齢者が元気な街 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） 

テーマ②に関して出た意見 

 



18 

グループ⑭ 

 
＜発表内容＞ 

・「安全・安心の充実」を大前提とし、３項目を選択した。 

・「多世代が一緒に住みやすい街」の実現に向けては、町会に取って代わるような新しい制度を創出し、そこで多世代

の意見を集約する。行政には、コミュニティに入りにくい方の背中を押すような支援をしてほしい。 

・「自然・文化遺産を保全・継承する街」の実現に向け、区民は交替で掃除を行うなど見守り・美化につとめるので、

行政には、相続に関係する税制改革を期待したい。 

・自然エネルギー社会の一早い実現に向け、行政には公共施設への自然エネルギーの導入を進めるとともに、区民の取

り組みのサポートを期待したい。 

 

図表II-15 グループ⑭の発表用シート

グループＮＯ 14 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

多世代が一緒に住みやすい街 

安全・安心の継続と充実 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

区民自ら積極的にアプローチし、コミュニケーションしていく。（コミュニティの形成）（特

に若者・働きざかり世代） 

Ⅰ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

区民のニーズに合う機会の提供 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

自然・文化遺産を保全・継承する街 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

まずは知る・体験する。見守り・美化につとめる。 
Ⅱ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

税制改革。広報と理解 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

自然エネルギー社会を一早く実現させる。 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

意識改革  

車・ウォーキング・サイクリングの共存 

Ⅲ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

まずは公共施設から…。区民が取り組める手助け。 

テーマ①に関して出た意見 その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） 
テーマ②に関して出た意見 
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グループ⑮ 

 
＜発表内容＞ 

・「世田谷のブランドを作ろう」という大テーマのもと、検討を進めた。 

・取組みにあたっては緑豊かな住環境の維持を大前提とし、区には世田谷ブランドとしてのバックアップを期待してい

る。 

 
＜質疑応答＞ 

・企業誘致と緑あふれる住環境の維持のバランスを考慮し、企業誘致の対象の例を緑に関連する企業である農業法人と

したのか。 

→回答：そうではなく、IT 企業なども含め、工場を伴わない企業の誘致を進めるという趣旨である。・ 

 

図表II-16 グループ⑮の発表用シート

グループＮＯ 15 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

区民株主によるプロサッカーチームの設立 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

株式購入による経営参加（バルセロナＦＣ方式） 
Ⅰ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

ホームグラウンド、練習場の確保と広報活動 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

経済特区を設け、企業誘致による財政の健全化（農業法人とか） 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

（例えば農業法人の場合）地産地消によるプロジェクトへのバックアップ 
Ⅱ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

産学連携の受け皿としての研究所の設立（企業との接点作り） 

テーマ

① 
「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること Ⅲ 
テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

テーマ①に関して出た意見 

緑豊かな住環境の維持は大前提！ 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 

世田谷ブランドとしての区のバックアップ！ 
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グループ⑯ 

 
＜発表内容＞ 

・横に伸びる鉄道や道路は拡充されているものの、縦が弱いため、この点、拡充できればよい。 

・コミュニケーション不足が課題であると考えており、ご近所づきあいなどを見直し、新しいコミュニケーションを活

性化できればと考えている。 

・その他としては、「歴史ある道・街並」が多数あるので、適切に守っていけるとよい。 

 

図表II-17 グループ⑯の発表用シート

グループＮＯ 16 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 
「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

・ 生活者目線の交通環境が整備・構築されていること 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

交通環境を向上させるため車・自転車・歩行者それぞれがマナー・ルールを守ってい

く。 

Ⅰ 
テーマ

② 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

区が事業を進めるときには、必ず生活者の視点に立つ。 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

ご近所同士の付き合いを見直し、地域コミュニケーションの活性化 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

区民同士でご近所づきあいから始める。 
Ⅱ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

区として地域活性化のきっかけをつくる。 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

誰もが暮らしやすいまち（多様性を認める） 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

地域で子どもや高齢者を守っていく。 
Ⅲ 

テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

区民で足りない部分を世田谷区が補っていける施策を充実させる。 

テーマ①に関して出た意見 

歴史ある道・街並を守っていく。 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 
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グループ⑰ 

 
＜発表内容＞ 

・「高齢者施設の充実、子育てしやすい街づくり」については、区民は研修に参加し理解を深めるとともに、近隣との

付き合いを深め、区は閉校・空き家を活用し、高齢者・保育施設を拡充できるとよい。 

・自転車に焦点を絞り、「自転車を使いやすい街づくり」ができればよいと考えている。「車の路上駐車」については、

議論があると思うが、路上駐車により自転車の通行が妨げられるといった事態を解消してゆければと考えている。 

 

図表II-18 グループ②の発表用シート

グループＮＯ 17 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

高齢者施設の充実、子育てしやすい街づくり 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

・ 高齢者介護や幼児保育に携わるための研修へ参加し、理解を深める 

・ 近隣との付き合いを深める 
Ⅰ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

・ 閉校・空き家の活用による高齢者・保育施設の拡充 

・ 研修・セミナーの開催 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

住宅街としてのブランド力の維持向上 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

・ 住民ひとりひとりがマナーとルールを守り、ゴミ出し清掃に積極的に参加 

・ 手本となる大人になる 

Ⅱ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

公園の整備 ・緑化対策 ・今ある緑の維持・保全 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

自転車を使いやすい街づくり 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

自転車のマナー・ルールを守る 

車の路上駐車をしない 
Ⅲ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

・ 自転車専用道路・駐輪場の整備 

・ 使いやすいレンタルサイクルを設置した駅・施設を増やす 

テーマ①に関して出た意見 その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） 
テーマ②に関して出た意見 
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グループ⑱ 

 
＜発表内容＞ 

・３つの項目を挙げたが、中でも「計画の評価を定期的に行う」が最も重要だと考えている。本日のワークショップを

経て基本構想・計画を策定しても、実行できたかを適切に評価できなければ意味がない。そのため、計画の評価を出

来る機関を設置する必要がある。設置にあたっては、様々な意見を持った区民が参加できるようにすることで、より

よい計画の実行・実現につながると考えている。 

・「高齢者と子育て施設の拡充」は世代間交流のきっかけとなり、子育てにかかわった高齢者が様々な場面で子ども達

を見守っていくことも考えられる。 

 
＜質疑応答＞ 

・区民の意見を行政に反映させるために、区民会議などはどうか。 

→回答：ご指摘の通り、区民参加の形として区民会議も考えています。今回のような特別の機会ではなく、簡易なも

のでもよいので、定期的な場を設置できればと思っています。 

・区民会議と区議会は何が違うのか。 

→回答：選出された方ではなく、区民が直接参加する。メンバーを固定せず、会ごとに違う人が参加するような会が、

また別にあったほうがよいと考えている。 

図表II-19 グループ⑱の発表用シート

グループＮＯ 18 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

計画の評価を定期的に行う（区民参加） 1 ヵ月毎 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

眠っている人材の呼びかけ、本人からのアピール 
Ⅰ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

計画の評価を出来る機関（区民参加）設置 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

高齢者と子育て施設の拡充（統合） 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

地域で情報共有できる工夫、リタイヤ世代が積極的に参加 
Ⅱ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

情報発信の充実、利用しやすい環境を整える。 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

エネルギー資源の活用 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

車を利用しないで自転車を活用 Ⅲ 
テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

放置自転車問題を解決する。 

空き地を利用したエネルギー資源の提供。 

テーマ①に関して出た意見 

知恵を利用する。 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 

知恵の人材。 
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グループ⑲ 

 
＜発表内容＞ 

・「地域間のコミュニティの充実」、「環境が整備させた安心・安全な住みやすい街」の実現に向けて区民自らができ

ることは、昔の人は実践ができていたことばかりである。そのため、初心に戻り自ら行動することが重要だと考えて

いる。 

 

図表II-20 グループ⑲の発表用シート

グループＮＯ 19 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

地域間のコミュニティの充実 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

あいさつをする。（住民からの情報発信） 

地域の行事に参加する。 

ボランティアに応募する。 

Ⅰ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

情報交換のできるシステムを作る ☆（ｔｗｉｔｔｅｒなどの活用） ☆地域間を結ぶミニバス

ボランティアを募集するシステムを幅広く作る。 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

環境が整備された安心・安全な住みやすい街 

（道路の整備と放置自転車ゼロ化 自然・緑を残す） 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

区民自らリサイクルを実践（自転車、家具 etc、洋服など） 

 ・エコを意識して生活をする 

 ・地域の清掃をする 

Ⅱ 

テーマ

② 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

・自転車専用道を作る。  ・自転車置き場を増やす。 

テーマ

① 
「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること Ⅲ 
テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

テーマ①に関して出た意見 

初心に戻って自ら行動する。 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 
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グループ⑳ 

 
＜発表内容＞ 

・３項目提案するが、「一人ひとりの個性が街の雰囲気を作っている状態」の中に、残り２つの項目が内包されるとい

う関係になっている 

・子どもが公園でボール遊びができないといった課題を解決し、のびのびと過ごせる状況にしたい。また、高齢者介護

については、介護の必要、介護の可否は個々人で大きく状況が異なるため、お互いにフォローし合える環境を作って

ゆきたい。 

 

図表II-21 グループ⑳の発表用シート

グループＮＯ 20 メンバー氏名 

 

テーマ① 
20 年後世田谷区で実現させたいことは何ですか？ 

特に重要な３項目について、以下に記載してください。 

テーマ② 
テーマ①の「20 年後世田谷区で実現させたいこと」で挙げた３項目のそれぞれについて、その

実現に向けて区民自らができること、区や民間事業者に担ってほしいことを記載してください。

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

一人ひとりの個性が街の雰囲気を作っている状態 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

自分がやりたい事をそれぞれが一生懸命やるだけ 
Ⅰ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

区民がやりたい事を探したり、実現しようとしている人たちをバックアップする体制 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

働く世代、高齢者、子どもが安心して住める状態 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

支援してもいい人がボランティアをする。 
Ⅱ 

テーマ

② 上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

支援が必要な人と支援してもいい人を結びつけるハローワーク的なものを作る。 

テーマ

① 

「実現させたいこと」：何（人々、団体、まちの環境・状況 など）がどのような状態になっていること 

世田谷の自然、文化施設、イベントの維持されている状態 

上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区民自らができること 

区民がもっと興味を持つ 

口コミで良さを伝えていく 

Ⅲ 
テーマ

② 
上記の「実現させたいこと」の実現に向けて区や民間事業者に担ってほしいこと 

今回のワークショップのようにもっと区民を巻き込む。 

テーマ①に関して出た意見 

公園のボール遊びの規制をなくしてもらいたい。 

その他（話し合い

の途中で出た、ど

うしても残しておき

たい意見など） テーマ②に関して出た意見 

やりたい事をやっていてもちゃんとバックアップ体制があって安心して子育てできる。 

 

  



資料２ 
区民ワークショップ 参加者アンケート 

本日は、区民ワークショップにご参加いただきまして、誠にありがとうございました。今後

の参考とするため、世田谷区で初めて実施いたしました無作為抽出の区民による「区民ワーク

ショップ」についてのアンケートにご協力ください。  

１ 今回の区民ワークショップに参加しようと思った理由は何ですか。（○はいくつでも） 
  １．区政に関心があるから (40)  ２．基本構想に興味・関心があるから (23) 
  ３．ワークショップに興味があるから (22)４．区民としての役割を果たしたいから (27) 
  ５．無作為抽出で選ばれたから (29)  ６．その他（7） 
 
２ 区政の基本的な指針である「世田谷区基本構想」をご存知でしたか。（○は 1 つ） 
  １．知っていた (5) ２．ワークショップの案内を見て初めて知った (74) 
 
３ 区民ワークショップに参加する人を無作為抽出で選ぶ方法をどう思いますか。（○は 1 つ） 
  １．大変良い (45) ２．まあ良い (34)  ３．あまり良くない (0) ４．良くない (0) 
 
４ 区民ワークショップに参加して、どのように感じましたか。（○は 1 つ） 
  １．大変面白かった (49)  ２．まあ面白かった (30) 

３．あまり面白くなかった (0) ４．まったく面白くなかった(0) 
 
５ 今回の区民ワークショップの時間について、どのように感じましたか。（○は 1 つ） 
  １．長い (20) ２．ちょうどよい (54) ３．短い (4) 
 
６ 区民ワークショップに参加して、区政に対する興味・関心は高まりましたか。（○は 1 つ） 
  １．大変高まった (41)  ２．まあ高まった (33) 
  ３．あまり高まらなかった (5) ４．まったく高まらなかった (0) 
 
７ 区政への区民参加について、これまで参加したことのある形態を、次の中から選んでくだ

さい。（○はいくつでも） 
  １．区民同士のワークショップ (4)   ２．アンケート調査 (5) 
  ３．区からの説明会 (1)        ４．区と区民の懇談会 (5) 
  ５．パブリックコメント (4)   ６．区民提案発表会 (4) 
  ７．参加したことがない (63)  ８．その他 (2) 
 
８ 今後、参加したい、あるいは関心のある区民参加の形態について、次の中から選んでくだ

さい。（○はいくつでも） 
  １．区民同士のワークショップ (53) ２．アンケート調査 (22) 
  ３．区からの説明会 (17)       ４．区と区民の懇談会 (35) 
  ５．パブリックコメント (16)    ６．区民提案発表会 (16) 
  ７．その他 (0) 
 
９ あなたご自身についてお伺いします。 
 性別 １．男性 (52)  ２．女性 (27) 
 年代 １.20 代以下(9) ２.30 代(14) ３.40 代(17) ４.50 代(18) ５.60 代(13) ６.70 代以上(8) 
 職業等 １．会社員(35) ２．自営業(11) ３．家事専業(6) ４．パート・アルバイト(6) 
     ５．学生(5) ６．その他(11) 
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